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第 1章の序論では, 従来のガスタービン用燃焼器の蒸発, 燃焼方法ならびに性能などについてのべ, 本
研究を行なう意義, 目的を明らかにし, その概要をのべている｡
第 2 章, 第 3 章および第4 章は新しく提案した燃焼器における燃料の蒸発機構ならびに燃焼機構に関す
る基礎的研究の結果をまとめたものであって, まず第 2 章では燃料の液膜蒸発に関する基礎的研究結果が























ものである｡ 実験はまず空気のみを加熟した, 燃焼を伴なわない状態で行なわれ, 加熱空気を壁面に沿っ
て噴出し,加熱空気から壁面への局所的対流熱伝達率を求め, かつ理論的考察を行なって,実験結果との比
較検討を行ない, つぎに, 混合ガスを燃焼した状態で燃焼量をかえて実験を行なうことにより, 放射伝熱
と対流伝熱を分離検討し, 両者の実験結果から実用燃焼器における燃焼壁面付近の混合ガスの燃焼効率,
ガス温度, 総括熱流束などの実用設計上重要因子の推定方法をまとめており, 第 2 章の研究結 果 と併 せ
て, 蒸発板の大きさなどを決定するための設計指針が明らかにされている0
第 5章では, 上記3章における蒸発機構ならびに燃焼機構に関する基礎的研究結果にもとずき, 実際の
ジェット･エンジン燃焼器に近い箱型部分模型を試作して燃焼実験を実施し, 実機状態に近い条件での蒸
発特性, 燃焼特性ならびに他の諸性能を明らかに一している｡ 実験にはJP-4ジェット燃料が用いられ,
液膜燃料の蒸発長さと空燃比, 入口空気温度, 流量などの運転条件との関係が求められ, また燃焼の安定
性について検討が行なわれていて, 運転条件の広い範囲内において安定に青色炎燃焼が維持され, すす,
カーボンデポジットの発生を伴なわないことが確認されている｡ 更に燃焼性能としては, ジェット･ エン






を整理, 検討することにより, 新しく提案したU 型蒸発燃焼器の実用設計方針について, 具体例をもとに
して研究した結果をまとめている. 設計計算例としては垂直離着陸航空機用 リフトエンジ-/ 燃焼器に対し
て設計諸条件を想定し, 定められた設計方法にもとずいて主要諸元を計算するとともに, 基本設計図を作
成して, そのアウトラインを明らかにしている｡ またガスタービン用燃焼器を噴霧型, 蒸発管型および本
形式蒸発型に分けて, その長所, 短所について利害得失を比較検討し, 本形式蒸発型の燃焼器は高負荷燃
焼条件でも, ばい煙, すすの発生がなく, 価格が低廉に製作可能で, 構造的にもコンパクトであるなどの
特長を持っていて, 特にリフトエンジン用燃焼器, 革師用ガスタービン燃焼器などへの適用が望ましいと




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
ガスタ- ビン用燃焼器は他の燃焼装置に比べて, 一般に高い熟負荷率および, 広い運転条件に対する安
定な燃焼と良好な燃焼効率の保持が要求され, 特に航空機用としては, これらの条件はさらに苛酷となる
ため, 数多くの燃焼器形式が提案されているにもかかわらず, それぞれ問題点を残している｡ すなわち,
ガスタービン用燃焼器は混合気の形成方法によって噴霧型と蒸発型とに大別され, 現用の燃焼器は前者が
多いが, 噴霧型では火炎は拡散炎であって, 一般に混合気が不均質となるため, 燃焼負荷率が比較的小で
あること, およびすすの発生を伴ない易く, 振動燃焼を起こし易いなどの欠点がある｡ 一方蒸発型は予混

















ない, 放射伝熱と対流伝熱を分離して検討し, 燃焼壁面附近の混合ガスの燃焼効率, ガス温度, 熱流束の
分布など設計上重要な諸因子の推定方法をまとめている｡
ついで, 上記の諸種の基礎的研究結果に基ずき, 実際のエンジン燃焼器に近い箱型部分模型を試作して





更に, 上に得られた基礎的ならびに応用的研究結果を整理, 総合して, 新しく提案したU型蒸発燃焼器
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の実際設計方法について, 具体例をもととして検討し, 主要諸元を決定し,基本設計図を作成して,設計方
針を明らかにすると共に, 他形式の燃焼器との長所, 短所について論じ, 本燃焼器が高負荷燃焼において
ち,､すすの発生を伴なわず製作価格が低廉で, コンパクトな構造を有するなどの特長を持っていて, 特に
リフトエンジン用燃焼器, 事柄用ガスタービン燃焼器としてすぐれていることを明らかにしている｡ これ
を要するに, 本論文は著者の提案した新しい形式のガスタービン燃焼器の実用化を目的に, 設計上必要な
種々の基礎的ならびに応用的研究を進展せしめたもので, その実用化に大きな貢献をなすばかりでなく,
主として燃焼工学上多くの重要な知見をえていて, 学術上ならびに工業上寄与するところが少なくない｡
よって本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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